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広  報 広  報 
☎ 0186（77）2221  ＦＡＸ0186（77）2227  〒018－4494

平成23年 

月号 No.627

主

な

内

容

　３月２１日(月)小阿仁川流域に古くから伝わる春
の彼岸行事「万灯火」が行われ、先祖への供養と今
回の東日本大震災で亡くなられた多く方々への哀悼
の意も込めて、「ダンポ」ひとつひとつに灯りがと
もされました。
 このうち小沢田地区では、小阿仁川沿いに「ガン
バロウ東日本」と書かれた火文字が浮かび上がり、
被災された方々へ応援のメッセージが届くように想
いが込められました。

納期限のお知らせ納期限のお知らせ 軽自動車税　５月２日（月）

ガンバロウ 東日本！

この度の地震により亡くなられた方へお悔やみ申し上げるとともに、
　　　　　　　　被災されている多くの方々にお見舞い申し上げます。
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３
月
11
日
（
金
）
午
後
２
時
46
分
、突
然
ゆ
ら
ゆ
ら
と
来
た
か
と
思
っ
た
ら
、

グ
ラ
グ
ラ
と
揺
れ
始
め
、
駐
車
し
て
い
た
車
が
動
き
出
す
ほ
ど
の
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
忘
れ
か
け
て
い
た
昭
和
58
年
に
起
き
た
日
本
海
中
部
地
震
を
彷
彿

と
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。　

　

村
で
は
災
害
警
戒
部
を
設
置
し
村
内
全
域
が
停
電
し
ま
し
た
が
、
翌
12
日

午
後
８
時
50
分
に
は
村
内
は
全
面
復
旧
し
ま
し
た
。

　

一
夜
明
け
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
報
道
に
よ
り
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
か
に
な
り
ま
し
た
。

●
３
月
11
日（
金)

14
時
46
分
　
Ｍ
９
・
０
の
地
震
発
生

上
小
阿
仁
村
で
は
震
度
４

（
村
内
全
域
で
停
電
）

○
14
時
55
分　

災
害
警
戒
部
設
置

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
施
設
等
の
状
況
を

確
認
し
、
役
場
前
信
号
に
職
員
を
配

置
す
る
。

○
15
時
00
分　

役
場
職
員
が
５
班
に
分

か
れ
村
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
。

保
健
セ
ン
タ
ー
職
員
は
、
75
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
・
老
人
世
帯
46
世
帯
を
訪

問
す
る
。

○
16
時
20
分　

各
部
落
会
長
に
「
暖
が

取
れ
な
い
人
が
い
た
ら
公
民
館
で
対
応

し
て
欲
し
い
」
と
依
頼
す
る
。

○
16
時
50
分　

今
後
の
対
応
協
議

　

職
員
８
名
で
24
時
間
体
制
を
と
る
。

●
３
月
12
日（
土
）

○
８
時
30
分　

東
北
電
力
に
復
旧
の
見

込
を
確
認
す
る
が
、「
目
処
が
立
た
な

い
」
と
の
回
答
で
あ
っ
た
た
め
、
各
部

落
会
長
に
チ
ラ
シ
の
配
布
を
依
頼
し
、

節
水
等
に
つ
い
て
村
民
の
協
力
を
要
請

す
る
。

○
９
時
05
分　

村
内
一
部
地
域
の
停
電
が

復
旧
す
る
。（
長
信
田
・
羽
立
・
上
下

仏
社
・
杉
花
・
小
沢
田
一
部
・
上
・
中
・

下
五
反
沢
・
大
海
・
沖
田
面
一
部
・
大
林
・

小
田
瀬
・
南
沢
・
不
動
羅
・
中
茂
・
八

木
沢
）

○
20
時
50
分　

村
全
域
の
停
電
が
復
旧

す
る
。

●
３
月
14
日（
月
）

○
８
時
30
分　

被
災
地
へ
の
支
援
体
制

を
協
議
。
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
、

緊
急
物
資
と
義
援
金
の
取
り
ま
と
め

を
要
請
す
る
。

○
９
時
30
分　

災
害
警
戒
部
解
散

●
３
月
15
日（
火
）

○
13
時
10
分　

燃
料
確
保
が
困
難
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
分
の
間
、
可
燃

ご
み
を
週
２
回
か
ら
１
回
、
食
用
廃
油

を
月
２
回
か
ら
１
回
の
収
集
と
す
る
。

○
17
時
45
分　

東
北
電
力
が
17
日
計
画

停
電
の
説
明
の
た
め
来
庁
す
る
。

●
３
月
16
日（
水
）

○
９
時
50
分　

地
域
セ
ン
タ
ー
（
旧
小
沢

田
小
学
校
）
４
教
室
に
避
難
者
20
名

の
受
入
が
可
能
と
県
へ
報
告
す
る
。

○
16
時　

部
落
会
長
に
計
画
停
電
予
定

と
ご
み
集
収
変
更
の
チ
ラ
シ
配
布
を
依

頼
す
る
。（
Ｉ
Ｐ
告
知
、
防
災
無
線
で

も
周
知
す
る
）

●
３
月
17
日（
木
）

○
13
時
30
分　

婦
人
会
へ
救
援
物
資
の

取
り
ま
と
め
を
依
頼
す
る
。

○
15
時
05
分　

東
北
電
力
か
ら
計
画
停

電
中
止
の
連
絡
あ
り
。 

防
災
無
線
で

周
知
す
る
。

●
３
月
18
日（
金
）

○
若
者
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
の
沖
田
面

部
落
会
長
か
ら
、
若
者
セ
ン
タ
ー
に
避

難
者
の
受
入
が
可
能
で
あ
る
と
の
申
し

出
が
あ
っ
た
。

　

今
後
避
難
者
を
受
入
し
て
い
く
に
は
、

村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
が
必
要
で
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
際
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
電
気
・
油
等
の
節
減
に
も
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

３
・
11 

東
日
本
大
震
災

３
・
11 

東
日
本
大
震
災

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て
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４
月
１
日（
金
）か
ら
待
ち
に
待
っ
た

村
内
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の
運
用
が
開
始
さ

れ
、
小
林
村
長
と
武
石
村
議
会
議
長
が

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
運
用
開
始
を
祝
い
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
配
信
し
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
は
、
24
時
間
村
内
無

料
の
テ
レ
ビ
画
面
付
き
端
末
で
、各
家
庭
、

村
主
要
施
設
、
各
地
区
公
民
館
、
村
内

業
者
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
画
面
の
通
知
は
、
村
か

ら
の
様
々
な
お
知
ら
せ
や
、
緊
急
情
報
、

各
地
区
の
回
覧
、
さ
ら
に
は
、
学
校
か
ら

の
連
絡
な
ど
を
画
面
で
何
度
も
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

村
で
は
、
こ
の
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
を
有

効
に
活
用
し
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
コ
ミ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
道
具
と
し
て
大
い
に
利
用

し
て
頂
け
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
セ
ン
タ
ー（
旧
小
沢
田
小
）に
は
、

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
操
作
相
談
室
を
設
け
、

指
導
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
の
で
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
○
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
操
作
相
談
室

　
　 

（
地
域
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　

Ｉ
Ｐ
告
知（
55
）９
０
０
２

　

４
月
４
日（
月
）、「
か
み
こ
あ
に
保
育

園
」の
入
園
式
が
行
な
わ
れ
、
新
入
園
児

７
名
が
新
た
に
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

　

多
少
緊
張
し
た
面
持
ち
の
園
児
達
は
、

園
長
先
生
か
ら
の
お
話
に
耳
を
傾
け
、
元

気
な
声
で
返
事
を
し
た
り
、
手
遊
び
し
た

り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

３
月
15
日
、
上
小
阿
仁
中
学
校
の
卒

業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

へ
の
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
の
ち
、
佐
藤
校

長
先
生
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

27
名
の
卒
業
生
は
３
年
間
の
中
学
校

生
活
の
思
い
出
を
胸
に
別
れ
を
告
げ
ま
し

た
。

　

３
月
17
日
、
上
小
阿
仁
小
学
校
で
卒

業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

真
新
し
い
学
生
服
、セ
ー
ラ
ー
服
に
身

を
包
ん
だ
卒
業
生
19
人
が
、
恩
師
や
保
護

者
に
見
守
ら
れ
、
中
学
校
へ
の
期
待
を
胸

に
、
小
学
校
生
活
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

３
月
30
日（
水
）、
東
日
本
大
震
災
で

被
災
さ
れ
て
い
る
方
々
へ
、
村
民
の
皆
様

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
救
援
物
資
が
秋
田
県

を
経
由
し
て
被
災
地
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

上
小
阿
仁
村
赤
十
字
奉
仕
団（
村
婦
人

会
）が
中
心
と
な
り
、
タ
オ
ル
１
４
０
０

枚
、バ
ス
タ
オ
ル
４
０
０
枚
が
集
め
ら
れ
、

段
ボ
ー
ル
26
個
分
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
毛
布
、
下
着
、
衣
類
等
も
寄

せ
ら
れ
、
当
村
へ
避
難
し
て
い
る
方
へ
提

供
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
好
意
に
対
し
心
か
ら
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
開
通

かみこあに保育園行政相談員に
　　　伊 藤 完 市 さん

上
小
阿
仁
中
学
校

卒
業
式

被
災
地
へ
届
け

　
　
　

村
民
の
思
い

思
い
出
を
胸
に
学
び
舎
に
別
れ

　上小阿仁村行政相談員に伊藤完
市さん（小沢田）が総務大臣より委
嘱されました。任期は２年間です。
　国の行政全般についての苦情や
意見・要望を受け付けます。
　お気軽にご相談ください。
○行政相談員
　伊藤　完市（小沢田）
　　　 ☎（７７）２８５０

入　園　式
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村
長
選
挙
は
記
号
式
投
票
で
す

　

  （
期
日
前
・
不
在
者
投
票
除
く
）

　

村
長
選
挙
の
投
票
は
、
記
号
式
投
票

で
行
い
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
投
票
用
紙
に
立
候
補
者

の
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
投

票
し
た
い
候
補
者
の
氏
名
の
上
の
「
○
を

付
け
る
欄
」
に
○
を
付
け
て
投
票
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
投
票
日
当
日
以
外
の
期
日
前

投
票
・
不
在
者
投
票
は
、
ほ
か
の
選
挙
と

同
じ
よ
う
に
候
補
者
の
氏
名
を
記
入
す

る
自
書
式
投
票
で
行
い
ま
す
。

  

選
挙
の
当
日
投
票
所
に
行
く
こ
と
が

  

で
き
な
い
場
合
は
、
期
日
前
投
票
や

  

不
在
者
投
票
を
し
ま
し
ょ
う

　

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
制
度
は
、

選
挙
の
当
日
、
一
定
の
理
由
で
投
票
所
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
が
、
投
票
日
前

で
も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
、

選
挙
の
告
示
日
の
翌
日
か
ら
、
投
票
日
の

前
日
ま
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
付

時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時

ま
で
で
す
。

　

期
日
前
投
票
は
、
選
挙
の
当
日
と
同
じ

よ
う
に
期
日
前
投
票
所
で
受
付
し
、
投

票
用
紙
を
直
接
投
票
箱
に
入
れ
ま
す
。

　

不
在
者
投
票
は
、
旅
行
や
出
稼
ぎ
の

滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
す

る
場
合
と
、
指
定
さ
れ
た
病
院
な
ど
で
投

票
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

滞
在
先
で
投
票
す
る
場
合
は
、
村
の

選
挙
管
理
委
員
会
で
受
付
し
、
滞
在
先

の
本
人
あ
て
に
投
票
用
紙
を
郵
送
し
ま

す
。こ
の
場
合
は
、告
示
日
前
で
も
受
付
し
、

告
示
日
の
前
日
か
ら
郵
送
を
始
め
ま
す
。

　

指
定
病
院
等
で
投
票
す
る
場
合
は
、
病

院
等
の
管
理
者
に
不
在
者
投
票
の
申
し

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
は
、
告

示
日
の
翌
日
か
ら
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
村
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

自
分
で
投
票
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
が

  

困
難
な
場
合
は
、
代
理
投
票
を
す
る
こ

  

と
が
で
き
ま
す

　

自
分
で
投
票
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と

が
困
難
な
人
に
は
、
代
理
投
票
を
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

代
理
投
票
は
、
事
務
従
事
者
の
中
か

ら
決
め
ら
れ
た
２
人
の
補
助
者
が
、
投
票

す
る
方
か
ら
投
票
し
た
い
候
補
者
の
氏
名

を
確
認
し
な
が
ら
、
１
人
が
投
票
用
紙
に

記
入
し
、
も
う
１
人
が
記
入
さ
れ
た
内
容

が
正
し
い
か
確
認
し
ま
す
。

　

投
票
の
補
助
者
は
、
投
票
の
秘
密
を

守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
た
め
、
誰
が
誰

に
投
票
し
た
か
な
ど
の
秘
密
が
漏
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

選
挙
当
日
の
ほ
か
、
期
日
前
投
票
や
不

在
者
投
票
で
も
で
き
ま
す
の
で
、
受
付
の

際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

①
登
録
基
準
日

　

平
成
23
年
４
月
18
日

②
登

録

日

　

平
成
23
年
４
月
18
日

③
住
所
要
件

平
成
23
年
１
月
18
日
以
前
か
ら
引
き

続
い
て
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
者
。

④
年
齢
要
件

　

平
成
23
年
４
月
24
日
ま
で
に
満
20
歳

　

に
達
し
た
者
（
平
成
３
年
４
月
25
日
以

　

前
に
生
ま
れ
た
者
）。

⑤
抹
消
要
件

　

・
死
亡
者

　

・
国
籍
喪
失
者

　

・
転
出
後
４
か
月
を
経
過
し
た
者
（
平

　
　

成
22
年
12
月
23
日
以
前
に
転
出
し

　
　

た
者
）

⑥
選
挙
権
が
無
い
者
（
選
挙
人
名
簿
に

　

表
示
さ
れ
ま
す
）

　

・
欠
格
者
（
成
年
被
後
見
人
等
）

　

・
転
出
者

  

○
選
挙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　  

上
小
阿
仁
村
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　

  　
　
（
役
場
総
務
課
）

　
　
　
　

  　
　

☎
（
77
）
２
２
２
１

【
代
理
投
票
制
度
】

【
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
】

【
選
挙
人
名
簿
の
登
録
に
つ
い
て
】

上
小
阿
仁
村
長 

選
挙

村
議
会
議
員
一
般

４
月
２４
日（
日
）
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企画・運営する方を募集いたします。企画・運営する方を募集いたします。
恒例の「おらがふるさとフェスティバル」を「多くの村民や、お盆で
帰省された方々の交流の場となるよう」企画・運営してみませんか。

◇ 開催日時及び場所 ◇
　・平成２３年 ８ 月１４日（日）午前１０時から午後９時までの時間帯
　・ふるさと公園・河川公園（小沢田 生涯学習センター隣接地）
　・雨天の場合は、健康増進トレーニングセンター

◇ 応募資格 ◇
　・村内在住の社会人　※団体でも個人でも応募可

◇ 応募企画内容 ◇
　・応募者自らが企画、運営するイベント（村民が参加できる内容が望ましい。）
　　※「チビッコ魚つかみ」は企画に入れること。
　・雨天の場合のプログラムも用意しておくこと。

◇ フェスティバル開催のための村からの補助金 ◇
　・２５０万円以内（提出された収支予算書により決定）

◇ 申込方法 ◇
　・応募用紙に記入のうえ、申込先まで応募してください。（持参及び郵送）
　・応募用紙は、総務課にあります。また、ホームページからもダウンロードできます。

◇ 申込募集期間 ◇
　・平成２３年４月１１日（月）から５月１３日（金）必着

◇ 企画・運営の採用の決定 ◇
　・５月下旬（村の選考委員会において内容を審査）

◇ 問い合わせ・応募申込先 ◇

　　上小阿仁村役場総務課 総務班
　　〒018-4494  北秋田郡上小阿仁村小沢田字向川原 118 番地
　　　　　　　 TEL．0186-77-2221　FAX．0186-77-2227
　　　　　　　 E-mail　soumu@vill.kamikoani.lg.jp

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

　

上
小
阿
仁
村
に
来
ら
れ
る
方
・
出
か

け
る
方
の
た
め
に
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
さ
れ
る
方
は
前
日
の
午
後
５

時
ま
で
に
各
タ
ク
シ
ー
会
社
に
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

全
集
落
の
自
宅
前
か
ら
大
館
能
代
空

港
、
阿
仁
前
田
駅
、
阿
仁
合
駅
の
直
行

便
で
す
。

【
利 

用 

者
】

　

だ
れ
で
も
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

（
県
外
の
方
で
も
利
用
で
き
ま
す
。）

【
料
　
　
金
】

〈
片
道
〉お
と
な　

１
０
０
０
円

　
　
　

こ
ど
も　
　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
６
才
未
満
無
料
）

【
利
用
条
件
】

　

利
用
前
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
申
し

込
む
こ
と
。

※
乗
車
人
員
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

定
員
オ
ー
バ
ー
の
と
き
は
利
用
で
き

ま
せ
ん

●
大
館
能
代
空
港
を
利
用
さ
れ
る
場
合

　
（
東
京
２
便
が
対
象
で
す
。）

　
合
川
タ
ク
シ
ー
合
資
会
社

　
　

☎ 

０
１
８
６（
78
）２
５
２
２

●
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
を
利
用
さ
れ
る
場
合

　
（
利
用
で
き
る
便
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。）

　
米
内
沢
タ
ク
シ
ー
合
資
会
社

　
　

☎ 

０
１
８
６（
72
）３
２
１
２

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約
制
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水
道
、
下
水
道
に
関
す
る
届
出

・
水
道
、下
水
道
の
使
用
を
始
め
る
と
き
。

・
水
道
、下
水
道
の
使
用
を
止
め
る
と
き
。

・
使
用
者
の
名
義
が
変
わ
る
と
き
。

・
転
入・転
出
で
住
所
が
変
わ
る
と
き
。

・
家
族
の
人
数
が
変
更
に
な
る
と
き
。

（
長
期
入
院
、
下
宿
な
ど
）

・
水
道
、
下
水
道
使
用
料
の
支
払
い

を
口
座
振
替
さ
れ
る
場
合
は
、
金

融
機
関
へ
口
座
振
替
書
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
　
建
設
班

　

☎（
77
）２
２
２
４（
Ｉ
Ｐ
告
知
可
）

簡
易
水
道
・
公
共
下
水
道
・
農
業

集
落
排
水
を
使
用
し
て
い
る
方

で
、
使
用
開
始
や
中
止
、
人
数

変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
届

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
伴
う

 
県
民
生
活
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
太
平
洋
岸

の
多
数
の
発
電
所
に
大
き
な
被
害
が
発

生
し
、
当
面
の
間
、
東
北
電
力
管
内
で

１
０
０
万
ｋ
Ｗ
程
度（
需
要
想
定
の
約
１

割
）の
電
力
供
給
力
が
不
足
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
東
北
電
力
で
は
、
大
規
模
な

停
電
を
回
避
す
る
た
め
、
最
大
限
の
節
電

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
地

域
を
指
定
し
た
計
画
停
電
を
実
施
す
る

と
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
等
に
つ
い
て

も
、
一
定
の
期
間
、
供
給
が
不
安
定
な
状

況
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

■
住
民
の
み
な
さ
ま
へ
の
お
願
い

・
不
要
な
照
明
や
見
て
い
な
い
テ
レ
ビ
の

消
灯
、
使
用
し
て
い
な
い
電
気
製
品
は

コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
き
、
不
用
意
な
電
気

の
使
用
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

・
食
料
・
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
買
い
急
ぎ
、

買
い
だ
め
は
控
え
、
冷
静
な
購
買
行
動

を
し
ま
し
ょ
う
。

・
不
要
不
急
の
自
動
車
使
用
は
、
避
け
ま

し
ょ
う
。

・
自
動
車
を
使
用
す
る
場
合
は
、
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
に
努
め
る
と
と
も
に
、
で
き
る

だ
け「
乗
り
合
い
」を
す
る
よ
う
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　

各
種
情
報
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
災
害
安
否
情
報
確
認
】

☎
０
１
８（
８
６
０
）４
５
６
１
、４
５
８
３

（
災
害
対
策
本
部
内
）

【
道
路
交
通
情
報
】

・
日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー

　
http://w

w
w

.jartic.or.jp/
　

東
北 

☎
０
５
０（
３
３
６
９
）６
６
０
４

【
公
共
交
通
情
報
】

・
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道

　

☎
０
１
８
６（
82
）３
２
３
１

　

http://w
w

w
.akita-nairiku.com

/

・
秋
北
バ
ス

　

☎
０
１
８
６（
42
）３
５
３
５

http://w
w

w
.oodate.or.jp/

shuhoku/bus/

・
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会

　

☎
０
１
８
６（
43
）７
０
７
２

http://w
w

w
.odate-noshiro-

airport.com
/

【
国
・
県
防
災
情
報
】

・
県
庁 

☎
０
１
８（
８
６
０
）１
１
１
１

・
美
の
国
あ
き
た
ネ
ッ
ト

　

http://w
w

w
.pref.akita.lg.jp/

【
原
発
情
報
】

・
首
相
官
邸

　

http://w
w

w
.kantei.go.jp/

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付
に
つ
い
て

　

今
回
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
過
酷

な
環
境
の
中
で
の
作
業
で
あ
り
、
綿
密
な

準
備
を
行
い
、
し
っ
か
り
と
し
た
指
揮
に

従
っ
て
行
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
で
き
る
状
態
と

な
り
次
第
、
早
急
に
お
願
い
の
広
報
を
い

た
し
ま
す
の
で
、
そ
の
段
階
で
応
募
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　（
福
）
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
秋
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
１
８（
８
６
４
）２
７
９
９

　

障
害
者
相
談
員
と
し
て
、
伊
藤
金

二
さ
ん（
沖
田
面
）と
小
林
玲
子
さ
ん

（
小
田
瀬
）が
、
４
月
１
日
付
け
で
村
長

か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
、
伊
藤
さ
ん
は
身
体
障
害
に

関
わ
る
相
談
を
、
小
林
さ
ん
は
知
的
障

害
に
関
わ
る
相
談
を
受
付
し
ま
す
。

　
伊
藤 

金
二 

さ
ん

　
小
林 

玲
子 

さ
ん

障
害
者
相
談
員
に伊 藤 金 二 さん小 林 玲 子 さん
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平成２３年度前期分の公共工事発注見通しの公表
●総務課

工事の名称 場所 工期 種別 概要 入札及び
契約の方法 入札の時期

相談室改修工事
上小阿仁村小沢田
地内

H23.７初旬

～

H23.12中旬
建築一式 相談室設置（２部屋） 指名競争入札 H23.6下旬

防災行政無線改修工事 上小阿仁村内
H23.７初旬

～

H23.12中旬
電気通信 ＩＰ告知システム接続 指名競争入札 H23.6下旬

非常用発電装置改修工事
上小阿仁村小沢田
地内

H23.７初旬

～

H23.12中旬
電気

非常用発電装置設置、
既設発電装置撤去、
建屋解体・撤去

指名競争入札 H23.6下旬

●産業課

工事の名称 場所 工期 種別 概要 入札及び
契約の方法 入札の時期

物産センター改修工事
上小阿仁村小沢田
地内

H23.７初旬

～
H23.10中旬

建築一式
木、内外装、建具、陳
列什器、給排水、衛生、
空調、電機、雑工事1式

条件付き
一般競争入札

H23.6下旬

排水路改修工事
上小阿仁村五反沢
地内

H23.８初旬
～

H23.11下旬
土木一式

施工延長
L=100m（水路工）

指名競争入札 H23.7下旬

中山間地域総合整備事業第04501号
工事農業用用排水(8号家ノ下)

上小阿仁村下五反沢
地内

H23.８初旬

～

H23.11下旬
土木一式

施工延長
L=396.8m（水路工）

指名競争入札 H23.7下旬

中山間地域総合整備事業第04502号
工事農業用用排水(11号上五反沢)

上小阿仁村上五反沢
地内

H23.８初旬

～

H23.11下旬
土木一式

施工延長
L=314m（水路工）

指名競争入札 H23.7下旬

中山間地域総合整備事業第04503号
工事農業用用排水(18号長根沢2)

上小阿仁村大林
地内

H23.８初旬

～

H23.11下旬
土木一式

施工延長
L=175.9m（水路工）

指名競争入札 H23.7下旬

中山間地域総合整備事業第04504号
工事集落防災安全(7号福舘1)

上小阿仁村小沢田
地内

H23.８初旬

～

H23.11下旬
土木一式 防火貯水槽　N=1基 指名競争入札 H23.7下旬

●建設課

工事の名称 場所 工期 種別 概要 入札及び
契約の方法 入札の時期

村道長信田羽立線側溝改良工事
上小阿仁村羽立地
内

H23.７初旬

～

H23.10中旬
土木一式

側溝布設L=117m、
集水桝3基、附帯工1式

指名競争入札 H23.6下旬

村道沖田面１号線側溝改良工事
上小阿仁村沖田面
地内

H23.７初旬

～

H23.10中旬
土木一式

側溝布設L=200m、
集水桝2基、附帯工1式

指名競争入札 H23.6下旬

村道沖田面21号線側溝改良工事
上小阿仁村沖田面
地内

H23.７初旬

～

H23.10中旬
土木一式

側溝布設L=200m、
集水桝4基、附帯工1式

指名競争入札 H23.6下旬

村道小田瀬梨ノ木岱線改良工事
上小阿仁村小田瀬
地内

H23.５中旬

～

H23.10下旬
土木一式

施工延長L=120m、
土工、防護柵116m、
路盤工335㎡、舗装工
395㎡、附帯工

指名競争入札 H23.５初旬

小沢田処理場施設上澄水排出装
置修繕工事

上小阿仁村小沢田
地内

H23.５中旬

～

H23.10下旬

機械器具
設置

D-10E部品交換及び
オーバーホール

随意契約 H23.５初旬

●杉風荘

工事の名称 場所 工期 種別 概要 入札及び
契約の方法 入札の時期

スプリンクラー設置工事
上小阿仁村沖田面
字友倉98

H23.５中旬

～

H23.11下旬
消防設備

スプリンクラー設置、
ポンプ室設置

指名競争入札 H23.５初旬

食堂、大ホール空調機器設置工事
上小阿仁村沖田面
字友倉98

H23.５中旬

～

H23.11下旬
管 空調機器設置　2台 指名競争入札 H23.５初旬

※掲載は公表時点での見通しですので、実際に発注する工事と内容が異なる場合があります。
※公表にあたり、村では関係法令により次のとおり対応しています。
　①予定価格が２５０万円を超えないと予想されるもの、秘密にする必要があるものは公表の対象から除外しています。
　②公共工事の発注見通しを年２回公表します。
　③入札及び契約の過程・内容については建設課窓口で閲覧しています。またホームページにも掲載し公表しています。
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一
般
会
計
予
算
規
模
は
前
年
度
比
１
億

２
４
９
７
万
８
千
円（
５
・
７
％
）増
の
23

億
３
３
８
９
万
１
千
円
、
特
別
会
計
の
予

算
総
額
は
８
会
計
で
２
１
７
９
万
８
千
円

（
１
・
５
％
）増
の 

14
億
９
２
０
３
万
８

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
歳
入
の
大
半
を

占
め
る
地
方
交
付
税
は
地
方
財
政
計
画

に
基
づ
き
前
年
比
３
０
０
０
万
円（
２
・

１
％
）増
の 

14
億
５
０
０
０
万
円
、
財
源

不
足
を
補
う
た
め
に
借
り
入
れ
る
臨
時

財
政
対
策
債
を
８
２
０
０
万
円
、
財
政
調

整
基
金
取
り
崩
し
が
３
６
０
０
万
円
と
な

り
ま
す
。

　

歳
出
は
、
病
院
組
合
解
散
に
伴
う
負

担
金
１
億
５
５
１
５
万
４
千
円
、
緊
急
雇

用
創
出
臨
時
対
策
基
金
事
業
等
の
活
用

等
に
よ
り
、
福
祉
関
係
経
費
、
農
林
業
の

振
興
、
生
活
基
盤
整
備
の
た
め
の
経
費
等

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

義
務
的
経
費（
人
件
費
、
扶
助
費
、
公

債
費
）は
、
前
年
比
で
４
９
５
３
万
６
千

円（
５
・
０
％
）減
の
９
億
３
７
５
８
万
５

千
円
で
比
率
は 

40
・
２
％
と
な
り
、
そ

の
中
で
も
公
債
費
は
１
億
２
４
１
万
３
千

円（
21
・
７
％
）減
の 

３
億
６
９
９
３
万

６
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、
総

額
で
３
７
９
４
万
６
千
円（
12
・
８
％
）減

の
２
億
５
７
４
７
万
５
千
円
、
一
部
事
務

組
合
負
担
金（
業
務
委
託
含
む
）は
１
億

３
８
５
３
万
７
千
円（
81
・
２
％
）増
の
３

億
９
１
６
万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
会
計
別
の
予
算
総
額
は
次
の
と
お

り
。

一
般
会
計　
　

23
億
３
３
８
９
万
１
千
円

国
民
健
康
保
険
事
業

４
億
１
６
２
１
万
３
千
円

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

１
億
９
７
６
万
２
千
円

特
別
養
護
施
設　

  

３
億
６
６
７
１
万
円

簡
易
水
道
事
業　

  

７
３
２
４
万
７
千
円

老
人
保
健　
　
　
　
　
　
　
　

０
千
円

農
業
集
落
排
水
事
業

７
７
９
６
万
８
千
円

下
水
道
事
業　
　

  

４
２
９
６
万
９
千
円

介
護
保
険
事
業

３
億
６
５
９
４
万
８
千
円

後
期
高
齢
者
医
療　
３
９
２
２
万
１
千
円

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
財
政
調
整
基

金
積
立
金
の
追
加
と
予
算
全
般
に
わ
た

る
精
算
見
込
み
に
伴
い
２
５
１
７
万
５
千

円
増
額
す
る
補
正
で
、
補
正
後
の
総
額
は 

24
億
８
３
２
１
万
１
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
追
加
さ
れ
た
主
な
予
算
は
次
の

と
お
り
で
す
。

子
ど
も
手
当
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料

 　

２
９
１
万
９
千
円

相
談
室
改
修
工
事  　
　
　

１
０
０
万
円

財
政
調
整
基
金
積
立
金６

２
２
６
万
２
千
円

福
祉
医
療
費（
県
補
助
分
）  

１
１
０
万
円

北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合（
特
別

交
付
税
算
入
分
）　
　
　
　

１
６
９
万
円

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
村
外
の
入
札
参

加
業
者
に
対
し
、
落
札
さ
れ
た
方
に
自
主

的
な「
か
み
こ
あ
に
応
援
寄
附
金
」を
お

願
い
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
１
月
末
現
在

21
件
で
49
万
９
千
円
を
ご
寄
附
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
伴
う
寄
附
金
は
、
１

月
末
現
在
19
名
の
方
か
ら
い
た
だ
き
、
総

額
87
万
５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
19
年
度
か
ら
の
総
額
は

２
６
９
万
２
千
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

八
郎
潟
駅
と
上
小
阿
仁
間
の
有
償
運

送
事
業
の
利
用
状
況
は
１
月
末
日
現
在
、

１
２
８
５
回
運
行
し
、
利
用
者
数
は
３
２

９
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
館
能
代
空
港
、
秋
田
内
陸

線
へ
の
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利

用
状
況
は
、
１
月
末
日
現
在
、
大
館
能
代

空
港
は
52
回
運
行
し
、
利
用
者
数
は
65

名
、
秋
田
内
陸
線
は
22
回
運
行
し
28
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
集

落
機
能
の
向
上
を
積
極
的
に
推
進
す
る

た
め
、
3
年
間
の
補
助
制
度
を
創
設
し
、

積
極
的
に
集
落
活
動
、
地
域
づ
く
り
団

体
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
慣
例
的
に
交
付
さ
れ

て
き
た
部
落
補
助
金
に
つ
い
て
、
支
出
根

拠
を
明
確
に
し
、
集
落
活
動
の
振
興
を
図

る
た
め
、
新
た
に「
集
落
振
興
交
付
金
要

綱
」を
創
設
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

粗
大
ご
み
の
受
入
は
、
１
月
末
現
在

１
１
６
ｔ
で
前
年
同
期
と
比
較
し
、
37
ｔ

の
大
幅
な
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
へ
の
影
響
は
、
定
期
的
な
分
析
調

査
の
結
果
管
理
基
準
値
を
ク
リ
ア
し
適
正

で
安
定
し
た
状
態
で
す
。

　

ま
た
、
埋
立
期
間
が
平
成
23
年
３
月

末
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、「
廃
棄
物
最

終
処
分
場
の
性
能
に
関
す
る
指
針
に
つ
い

て
」及
び
埋
立
区
画
の
残
容
量
か
ら
判
断

し
て
15
年
延
長
し
、
平
成
38
年
3
月
末

ま
で
と
し
ま
し
た
。

　

処
分
施
設
に
つ
い
て
は
、
浸
出
水
の
処

理
対
策
と
し
て
22
年
度
は
、
処
分
施
設

か
ら
受
水
槽
ま
で
の
約
２
８
５
０
ｍ
の
既

設
管
漏
水
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
異
常
が
な
か
っ
た
た
め
受
水
槽
か
ら

米
内
沢
地
区
の
既
存
の
下
水
道
ま
で
の

１
０
１
４
・
３
ｍ
の
新
設
管
敷
設
設
計
業

務
委
託
を
完
了
し
ま
し
た
。

　

し
尿
処
理
の
状
況
は
、
平
成
22
年
度
上

期
の
搬
入
量
は
１
万
６
２
７
５
・
６
㎘
で

前
年
度
と
比
較
し
て
２
・
08
％
減
と
な
１

●
平
成
23
年
度
予
算

●
平
成
23
年
度
補
正
予
算

●
い
樹
い
樹
む
ら
づ
く
り
活
動
補

　

助
金
等
の
創
設

●
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

●
市
町
村
有
償
運
送
等
の
利
用
状
況

●
か
み
こ
あ
に
応
援
寄
附
金

●
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合

●
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環

　

境
施
設
組
合

定
例
会

定
例
会

行
政
報
告
（
要
旨
）

3月3月3月村議会



9

日
平
均
処
理
量
は
、
88
・
９
㎘
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
債
費
は
浄
化
槽
専
用
貯
留

槽
新
設
工
事
に
係
る
起
債
の
元
金
の
償
還

が
始
ま
る
の
で
、
４
９
１
万
９
千
円
の
増

額
と
な
り
ま
す
。

　

村
の
負
担
金
は
、
５
５
３
万
５
千
円
と

前
年
と
比
較
し
、
１
１
４
万
３
千
円
減
額

と
な
り
ま
す
。　

　

上
小
阿
仁
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委

託
し
て
い
る
働
き
な
が
ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
２
級
取
得
事
業
は
、
22
年
度
は
５
月

か
ら
５
名
を
採
用
し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
の
講
習
を
北
秋
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
主
催
の
講
習
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
５
名
と
も
10
月
に
取
得

し
て
い
ま
す
。
23
年
３
月
ま
で
の
雇
用
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
資
格
を
活
か
し
て
活

動
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

23
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
５
名
の
採
用

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

公
立
米
内
沢
総
合
病
院
は
、
看
護
師

２
人
・
医
療
技
術
員
１
人
が
11
月
・
12
月
・

１
月
に
退
職
し
た
の
で
、
職
員
数
は
現
在

82
人（
内
医
師
４
人
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
決
算
見
込
で
は
、
不
良

債
務
３
億
３
６
０
０
万
円
と
な
る
見
込
で

す
。

　

村
の
操
出
分
は
、
22
年
度
分
と
し
て
、

特
別
交
付
税
分
を
除
く
と
１
０
２
５
万
５

千
円
と
な
り
ま
す
。

　

振
興
資
金
の
借
入
未
償
還
分
と
職
員

の
退
職
金
に
関
す
る
分
は
、
23
年
度
予
算

に
１
億
５
５
１
５
万
４
千
円
計
上
し
て
い

ま
す
。

　

村
に
対
す
る
平
成
23
年
産
米
の
目
標

数
量
は
、
１
５
２
８
ト
ン
、
面
積
換
算
値

は
２
８
９
ha
で
、
前
年
数
量
と
の
、
増
減

率
で
は
マ
イ
ナ
ス
２・
８
％
と
な
り
ま
し

た
。

全
国
の
数
量
は
、
18
万
ト
ン
、
２・
２
％

の
減
、
秋
田
県
は
、
２
万
１
４
５
０
ト
ン
、

４・６
％
の
減
と
ま
し
た
。

な
お
、
転
作
に
つ
い
て
は
、
転
作
目
標
率

に
換
算
す
る
と
39
・
59
％
と
な
り
ま
す
。

　

農
産
加
工
開
発
の
原
材
料
で
あ
る
食

用
ほ
お
ず
き
、
コ
ハ
ゼ
の
栽
培
促
進
の
た

め
の
試
験
栽
培
デ
ー
タ
の
整
備
を
図
り
、

道
の
駅
で
、
安
定
的
通
年
販
売
が
で
き
る

野
菜
の
試
験
栽
培
と
冬
期
間
に
お
け
る

保
存
方
法
の
デ
ー
タ
収
集
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
組
織
培
養
、
無
菌
播
種
に
よ
る

エ
ビ
ネ
、
コ
ア
ニ
チ
ド
リ
、
山
菜
の
栽
培

や
キ
ノ
コ
の
植
菌
等
の
技
術
習
得
と
承
継

者
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

村
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
２
月
17
日
現
在
32
件
の
申

請
が
あ
り
、
事
業
費
は
５
０
９
４
万
４
千

円
で
、
申
請
額
は
４
０
４
万
５
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

橋
の
老
朽
化
に
よ
り
、
健
全
度
調
査

診
断
業
務
を
実
施
し
た
結
果
、
現
在
の

利
用
形
態
で
危
険
性
は
認
め
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
荷
重
制
限（
４
ｔ
ま
で
）を

継
続
し
な
が
ら
、
計
測
セ
ン
サ
ー
を
設
置

し
、
ひ
ず
み
を
観
測
管
理
し
て
い
き
ま
す
。

　

沖
田
面
地
区
、
小
沢
田
地
区
の
水
道
一

元
化
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
落
に

出
向
き
、
村
の
現
状
を
説
明
し
統
合
加

入
へ
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

両
地
区
と
も
水
道
管
理
に
つ
い
て
は
部

落
運
営
に
係
わ
る
重
要
事
項
の
た
め
、
部

落
内
で
の
協
議
、
ま
た
、
村
と
の
更
な

る
協
議
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
合
意
に
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
引
き
続

き
加
入
へ
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
上
小
阿
仁
小
学
校
の

児
童
数
は
、
19
名
卒
業
し
11
名
入
学
し

ま
す
の
で
、
昨
年
度
よ
り
８
名
減
の
77
名

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
上
小
阿
仁
中
学
校

の
生
徒
数
は
、
27
名
の
卒
業
生
に
対
し
新

入
生
が
19
名
の
た
め
、
昨
年
度
よ
り
８
名

減
の
67
名
と
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
23

年
度
の
上
小
阿
仁
小
・
中
学
校
は
昨
年
度

よ
り
16
名
減
の
１
４
４
名
の
児
童
生
徒
が
、

４
月
６
日
始
業
式
、
入
学
式
を
迎
え
ま
す
。

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
の
カ
ニ
ン
グ
ハ

ム
・
オ
ー
エ
ン
さ
ん
が
来
村
の
予
定
で
す
。

19
年
７
月
か
ら
由
利
本
荘
市
の
小
・
中
学

校
に
勤
務
し
て
い
る
、
日
本
語
も
堪
能
な

明
る
い
好
青
年
で
す
。
本
村
に
は
23
年
４

月
１
日
か
ら
勤
務
し
ま
す

　

本
年
１
月
末
ま
で
の
診
療
状
況
は
、
医

科
外
来
で
一
日
平
均
67
人
、
前
年
比
８
人

の
増
、
歯
科
は
一
日
平
均
11
人
で
前
年
比

１
人
の
増
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

  

地
域
住
民
の
健
康
を
守
る
唯
一
の
医
療

機
関
と
し
て
運
営
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

入
所
者
の
高
齢
化
や
要
介
護
度
の
重

度
化
の
進
行
に
伴
い
、
た
ん
の
吸
引
や
経

管
栄
養
な
ど
を
必
要
と
さ
れ
る
方
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

２
月
15
日
現
在
の
入
所
状
況
は
、
定

員
の
86
名
に
対
し
83
名
の
入
所
で
あ
り
、

う
ち
本
村
出
身
者
は
46
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。

●
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合

●
米
の
生
産
目
標
数
量

●
野
外
生
産
試
作
セ
ン
タ
ー

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業

●
上
小
阿
仁
橋（
羽
立
）の
維
持
管
理

●
働
き
な
が
ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

　

２
級
取
得
事
業

●
簡
易
水
道
事
業

●
上
小
阿
仁
小
・
中
学
校

　

児
童
生
徒
数

●
４
月
か
ら
新
外
国
人
英
語
教
師

　
（
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）赴
任

●
国
保
診
療
所

●
杉
風
荘


